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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入のこ と)
一 日の大半を室内で過 ごす我々に とり、室内空間 を構成す る材料(室 内材料)の 選 定は
健康影響の見地か らも重要である。そこで本プロジェク トでは、建材や家電製 品な ど、各
室 内材 料に起因す る汚染物質 による健康影響の評価 を行 うことで、室内材料 として望まれ
る材料 の選定基準について、利便性VS健康影響の観点か ら、包括的な提案を行 うこ とを 目
的 とす る。
これか ら、私は担 当 した有機 リン系難燃剤最適添加量評価 の部分 について、研究成果 を
報告する。
① マテ リアルか ら有機 リン系難燃
剤放散量測定
昨年度に開発 した有機 リン系難燃剤
放散量測定用パ ッシブFLUXサンプラ
ーを図1の ように改善 し、建材や電化
製 品か らの放散量 を測定 した。
② マテ リアル 中有機 リン難燃剤 の最適添加量評価システムの提案
本研究は、火災 リス クを考慮 した上、マテ リアル中に添加 した有機 リン難燃剤 による経気
曝露の予測方法お よび健康影響 の評価手法 を確立す ることを行い、図2の よ うに有機 リン
難燃剤最適添加量 の評価について提案する。
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